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	１　平成２５年（２０１３年）４月２４日，仙台高裁第２民事部は，福島県郡山市立小，中学生１４人が，郡山
	２　決定理由の骨子は次のとおりである（分かりやすさのために，趣旨を変えない限度で言葉を足している）。
	(1)　チェルノブイリ原発事故によって生じた健康被害，福島県県民健康管理調査の結果，現在の郡山市にお
	(2)　もっとも，中長期的には懸念が残るものの，現在直ちに不可逆的な悪影響を及ぼす恐れがあるとまでは
	(3)　子どもたちは，学校生活以外の日常生活において既に年１ミリシーベルトを超える被ばくをしており，
	(4)　子どもたちに対して郡山市の学校施設で教育活動を継続することは，直ちにその生徒の生命身体の安
	(5)　子どもたちに自主避難が困難とすべき事情は認められず，保全の必要性がない。

	３　本決定は，低線量被ばくが子どもたちの生命，身体，健康に与える影響について上記２の(1)において正
	４　私たちは，子どもたちに対して教育を実施する憲法上の義務を負う郡山市は，子どもたちに対し，安全な環
	結局，裁判所は，チェルノブイリ報告書や福島県民健康管理調査の結果等から，子どもたちの生命身体への被害
	５　郡山市を含む市町村，福島県，国は，せめて司法の上記２の(1)の認識，憂慮を深刻に受け止め，速やか

